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社長の鶴丸でございます。 

本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうございます。 

 

2014 年 3 月期 第 1 四半期の決算概要についてご説明いたします。 
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まず私から、第 1 四半期の決算概要および第 2 四半期の業績予想についてご説明いたします。 
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こちらが本日のご説明内容のサマリでございます。 

 

1 つ目が、第 1 四半期の決算概要です。 

第 1 四半期の半導体売上高は、自動車向けや中小型液晶ドライバの売上増、為替レートの改善などに

より、前四半期比で 9.0％増の 1,896 億円となりました。 

営業損益は、前四半期に引き続き黒字を確保し、これまで実行してきた構造改革の効果が表れ始めて

いるものの、黒字基調の定着にはもう一段の構造改革が不可欠であると考えております。 

 

2 つ目が、第 2 四半期の業績予想です。 

半導体売上高は、通常、第 2 四半期が売上のピークとなる季節性要因もあり、前四半期比で、5.7%増

の 2,004 億円を見込んでおります。 

営業損益は、たな卸資産の縮減に伴う生産回収減や、上期末の費用増などにより、前四半期比で 56 億

円の減少となる 42 億円の黒字を見込んでおります。 

四半期純損益は、早期退職優遇制度や事業・生産構造改革の実施に関わる特別損失を計上することな

どにより、360 億円の赤字を見込んでおります。 
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それでは、第 1 四半期の決算概要について詳しくご説明いたします。 
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5 ページが、第 1 四半期の業績サマリです。 

 

先ほども申し上げましたとおり、半導体売上高は、自動車向けや中小型液晶ドライバの売上増、為替

レートの改善などにより、前四半期比で 9.0％増の 1,896 億円となりました。 

 

営業損益は、売上増に伴う利益増などにより、前四半期比で 18 億円増の 98 億円となりました。 
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6 ページは、四半期ごとの業績推移です。 

 

第 1 四半期の半導体売上高は、前四半期比で 9.0％増、前年同期比では 12.7％増となりました。 

 

営業損益は、前四半期に引き続き黒字を確保し、これまで実行してきた構造改革の効果が表れ始めて

いるものの、円安の影響や、一時的な費用削減効果による改善が多く、黒字基調の定着にはもう一段の

構造改革が不可欠であると考えております。 
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7 ページは、第 1 四半期の事業別半導体売上高です。 

 

第 1 四半期は、自動車向けがけん引し、マイコン、アナログ＆パワー半導体については、前四半期比

で大幅な増収となりました。 

一方、SoC は、自動車向けが好調だったものの、主に民生向けの減速により、前四半期比で減収とな

りました。 

  

7



ルネサス エレクトロニクス(株) (6723) 2014 年 3 月期第１四半期決算説明会 

 

 

 

 

8 ページは、第 1 四半期の事業別半導体売上高について、さらに分野別で詳しく示したものです。 

 

マイコンについては、自動車向けが、昨年から続いていた中国向け自動車の生産減の影響からほぼ回

復し、堅調に推移しました。汎用向けについても、産業機器向けの一部回復や、それに伴う代理店の在

庫補充、中国におけるエアコンの需要増などにより、前四半期比で増収となりました。 

 

アナログ＆パワー半導体については、自動車向けパワーデバイスとアナログ ICが堅調を維持しました。

また、表示ドライバ IC は、中小型パネル向けが牽引し、前四半期比で大幅な増収となりました。 

 

SoC については、マイコン、アナログ＆パワー同様、自動車向けは堅調を維持し、SoC に占める構成

比も約 25％に拡大しました。また、プリンタや複合機の在庫調整の一巡により、PC 周辺も前四半期比

で増収となりました。一方、アミューズメント向けの減速により、民生が前四半期比で大幅な減収とな

りました。これらの結果、SoC トータルでは、前四半期比で減収となりました。 
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9 ページは、第 1 四半期の営業損益について、前四半期からの増減で示したものです。 

 

営業利益は、売上増に伴う利益増に加え、為替影響による利益増があったものの、たな卸資産の縮減

に伴う生産回収減や、研究開発費、販売費及び一般管理費の増加による利益減があり、前四半期比で 18

億円の増益となる 98 億円となりました。 
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10 ページは、第 1 四半期の四半期純損益の状況について、営業損益からの内訳を示したものです。 

 

営業損益は前期より改善しましたが、当社が本年 6 月 27 日に公表した「第四世代ワイヤレスモデム事

業からの撤退」に伴う海外従業員関係の費用など、合計 89 億円の特別損失を計上したことなどにより、

四半期純損益は 40 億円の赤字となりました。 
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11 ページはバランスシートの状況です。 

 

現金及び現金同等物は、前四半期末と比べ、増加しました。 
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12 ページは、キャッシュ・フローの状況です。 

 

前年度の第 3 四半期および第 4 四半期に発生した、早期退職優遇制度に係る一時金支払がなかったこ

となどにより、フリー・キャッシュ・フローは黒字を回復しました。 

 

但し、第 2 四半期以降、再度、早期退職優遇制度の実施に係る一時金支払などが発生する見込みであ

り、フリー・キャッシュ・フローの安定的な黒字定着にはまだ至っておりません。 
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次に、第 2 四半期の連結業績予想についてご説明いたします。 
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まず、今回から連結業績予想にかかわる開示方法を変更しておりますので、その内容についてご説明

いたします。 

 

当社は従来、第 2 四半期（累計）および通期の連結業績予想を開示しておりましたが、当社グループ

が属する半導体業界では事業環境が短期間に大きく変化するという特徴があり、通期の業績予想につい

て信頼性の高い数値を、的確に算出することが困難であることから、当年度より、海外の多くの同業他

社が採用している「四半期ごとの連結業績予想」を開示する方法に変更いたします。 

 

今後の業績予想発表につきましては、四半期ごとの業績発表時に、翌四半期までの業績予想を公表い

たします。 
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15 ページが、第 2 四半期の連結業績予想でございます。 

半導体売上高は、季節性要因もあり、前四半期比で、5.7％の増加となる 2,004 億円を見込んでおりま

す。 

 

営業損益は、売上増に伴う利益増があるものの、たな卸資産の縮減に伴う生産回収減や上期末の費用

増などにより、前四半期比で 56 億円の減少となる 42 億円の黒字を見込んでおります。 

 

四半期純損益は、本年 9 月末に実施予定の早期退職優遇制度や事業・生産構造改革の実施に関わる特

別損失を計上することなどにより、360 億円の赤字となる見込みです。 
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16 ページは、第 2 四半期の事業別の半導体売上見通しです。 

 

自動車向けは、マイコン、アナログ＆パワー半導体、SoC の全ての製品群で堅調に推移する見込みで

す。 

 

事業別に見ますと、まずマイコンについては、自動車向けに加え、汎用製品も、産業機器向けの回復

傾向の継続などにより、前四半期比で 1 桁％前半の増収を見込んでおります。 

 

アナログ＆パワー半導体につきましては、自動車向けに加え、中小型パネル向け表示ドライバ IC が引

き続き拡大し、1 桁％半ばの増収を見込んでおります。 

 

SoC につきましては、自動車向けに加え、第 1 四半期に減速したアミューズメント向けの需要増など

により、10％台半ばの増収を見込んでおります。 
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17 ページは、第 2 四半期の営業損益について、第 1 四半期からの増減で示したものです。 

 

営業利益は、売上増に伴う利益増が見込まれるものの、たな卸資産のさらなる縮減に伴う生産回収減、 

製造固定費の増加や、研究開発費、販売費及び一般管理費の増加による利益減により、前四半期比で 56

億円の減益となる 42 億円の黒字を見込んでおります。 
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最後に、18 ページは、第 2 四半期の四半期期純損益の見通しについて、営業損益からの内訳を示した

ものです。 

 

四半期純損益は、42 億円の営業利益に対し、9 月末に実施予定の早期退職優遇制度や事業・生産構造

改革の実施に関わる特別損失を計上することなどにより、360 億円の赤字となる見込みです。 
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2014 年 3 月期 第 1 四半期の決算概要のご説明は以上でございます。 
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